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はじめにはじめに

iPhone 6 のボリュームボタンカバーを取り外したり、交換するにはこのガイドをご利用ください。
このガイドは実際のボタンを交換するためのもので、ボタン下に装着されている電気スイッチを交

換するものではありません。ご注意ください。

ツールツール:

P2 Pentalobe Screwdriver iPhone (1)
iSclack (1)
iFixit Opening Tool (1)
Suction Handle (1)
Tweezers (1)
Phillips #00 Screwdriver (1)
iOpener (1)
Plastic Cards (1)

部品部品:

iPhone 6 Case Button Set (1)

手順手順 1 — ペンタローブネジペンタローブネジ

解体作業を始める前に、iPhone6の
バッテリー残量を25%以下まで消費
してください。充電された状態のリ
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https://www.ifixit.com/products/p2-pentalobe-screwdriver-iphone
https://www.ifixit.com/products/isclack
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-tool
https://www.ifixit.com/products/suction-handle
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/phillips-00-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.ifixit.com/products/plastic-cards
https://www.ifixit.com/products/iphone-6-case-button-set


チウムイオンバッテリーに穴を開け

てしまうと、引火や爆発を引き起こ

すことがあります。

解体作業を始める前にiPhoneの電源
を切ります。



Lightningコネクターの両脇に付けら
れた2本の3.6mmのペンタローブ長
ネジを取り外します。



手順手順 2 — リバースクランプの使用方法リバースクランプの使用方法

  

次の2つの手順では、デバイスの開講作業を簡単にするために開発されたツール、リバースク
ランプの使い方を紹介します。リバースクランプを使用しない場合は、このリバースクランプを使用しない場合は、この3つの手順をスつの手順をス

キップして別の方法をご覧ください。キップして別の方法をご覧ください。



リバースクランプの詳細な使用方法については、 こちらのガイドをご覧ください。

青いハンドルをヒンジ側に引くと、リバースクランのアームを解除します。

iPhoneの左もしくは右側端に向けてアームをスライドします。

吸盤カップをiPhoneの下端付近に装着します。前面と背面に1つずつ取り付けます。

吸盤カップ両側をしっかりと締め合わせると、標的の場所にしっかりと装着させることがで

きます。



作業中のデバイス表面が滑りやすく、吸盤がうまく装着できない場合は、梱包用テープを表

面に貼ると、よりグリップ力を強めることができます。
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https://jp.ifixit.com/Guide/%25E3%2583%25AA%25E3%2583%2590%25E3%2583%25BC%25E3%2582%25B9%25E3%2582%25AF%25E3%2583%25A9%25E3%2583%25B3%25E3%2583%2597%25E3%2581%25AE%25E4%25BD%25BF%25E3%2581%2584%25E6%2596%25B9/152309
https://jp.ifixit.com/Guide/How+to+Use+Suction+Tape/159595


手順手順 3

  

青いハンドルを手前に引くと、アームがロックされます。

ハンドルを時計回りに360度回転させ、カップが両側をストレッチするまで回し続けます。

吸盤の位置が合っていることを確認してください。装着位置がずれ始めたら、吸盤を少し緩

めてアームを装着し直してください。



クランプで十分な隙間が作れたら、スクリーンのプラスチックベゼルの下にオープニング

ピックを挿入します。



クランプで十分な隙間が作れない場合は、クランプを1/4程度時計回りに回してください。

一回ごとの作業で一回ごとの作業で1/4以上回さないでください。以上回さないでください。クランプをまわしたら1分間待ってくださ
い。リバースクランプの効果を待ってから、作業を続けてください。



次の次の3つの手順はスキップしてください。つの手順はスキップしてください。
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https://guide-images.cdn.ifixit.com/igi/BSluctHhVVqhGtfj.full


手順手順 4 — バッテリーコネクターバッテリーコネクター

次のフィリップス#00ネジをバッテ
リーコネクターブラケットから取り

外してください。



2.2 mmネジー1つ

3.2 mmネジー1つ

手順手順 5

iPhoneからメタル製バッテリーコネ
クターブラケットを取り外します。
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手順手順 6

プラスチック開封ツールを使ってロ

ジックボード上のソケットからコネ

クターを引き上げて外します。



バッテリーコネクターのみのみこじ開け

て外すように注意してください。ロ

ジックボードのソケットに触るとコ

ネクター全体が壊れてしまう場合が

あります。
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手順手順 7 — バッテリーバッテリー

 

バッテリーの右端下部から第1番目の接着タブを剥がします。

バッテリー周辺の作業であるため、指や先の尖っていないピンセットを用いて十分に注意し

ながら行います。リチウムイオンバッテリーを損傷してしまうと危険な化学物質が漏れた

り、火災の原因となります。



オプションとして、次の手順に進む前に、バイブレータを固定している2本のプラスネジを取
り外してバイブレータを持ち上げて外し、バッテリの接着ストリップを引き抜くためのス

ペースを確保することができます。
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https://d3nevzfk7ii3be.cloudfront.net/igi/5rmsLbR3QbuptIyH


手順手順 8

  

接着タブを水平に、皺が寄らない状態で作業をしてください。タブに皺が入ってしまうと、

引っ張る際に裂けてしまうことがあります。



ゆっくりと接着タブをバッテリーから外して、iPhoneの下部方向へ引っ張ります。

接着タブをバイブレーターやバッテリー周辺の部品に引っ掛けて、切断しないようご注意

ください。



バッテリーとリアケースの間からタブが外れるまで一定の強さで引っ張ります。これまで

試してみたところ、60度以内の角度で引っ張るのが成功するようです。


接着タブはオリジナルの長さの何倍にも伸びます。必要に応じてタブストをバッテリーの

近くで掴み直してください。



もし接着タブを切断してしまったら、ピンセットを使用して(バッテリーにダメージを与え
ないように)タブを取り出し、再度引っ張ります。タブがバッテリーの底で切れてしまい、
掴めない場合は次の手順に進んでください。
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手順手順 9

  

次に2番目の接着タブも同様の作業を繰り返します。

2本目のタブを取り出す際は、バッテリーに手を添えてください。ケースから外れた時にバッ
テリーが飛び出すことがあります。



バッテリーの下で接着剤が切断して取り出せない場合は、高濃度（90％以上）のイソプロピ
ルアルコールを数滴、破れた接着剤の部分の電池の縁の下に塗ります。



アルコール溶液が接着剤を弱めるため、約1分待ちます。ツバキの平らな部分を使って、バッ
テリーをゆっくりと持ち上げます。



バッテリーを力づくで引き抜かないでください。必要に応じてイソプロピルアルコールを数

滴注入して、接着剤を弱めます。バッテリーをこじ開けて変形させたり、穴を開けたりしな

いでください。



ロジックボード側からこじ開けないでこじ開けないでください。iPhoneにダメージを与えてしまいます。

ボリュームダウン(ー)ボタンとバッテリー上端の間にスパッジャーを差し込まないでくださ差し込まないでくださ

いい。この下に搭載されたボリュームコントロールケーブルを傷つける恐れがあります。



バッテリーの下で接着剤が切断して取り出せなくなった場合の代替方法については、次の手次の手

順に進みます。順に進みます。
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https://d3nevzfk7ii3be.cloudfront.net/igi/6nBtWNTDYIgDjHyM.huge


手順手順 10 — ケースからバッテリーの接着剤を剥がしますケースからバッテリーの接着剤を剥がします

 

バッテリーがリアケースに付着したままの場合は、iOpenerを用意するか、ヘアドライヤーで
バッテリーの真後ろのリアケースを加熱します。気持ちよく触れられる程度の温度になりま

す。



その後、プラスチックの開口ツールを使って、バッテリーをゆっくりと持ち上げます。

iPhoneを加熱しすぎると、バッテリーが発火する恐れがあります。

代用品として、デンタルフロスでバッテリーをリアケースから切り離すこともできます。も

しくはデンタルフロスの代わりに、12弦セットの0.009E弦のような、ギターの弦を使うと、
より耐久性があります。



フロスや糸をバッテリー上端の角の後ろに通し、両端を合わせて折りたたんだ布で巻いて、

均等に引っ張ります。
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https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%25E3%2581%25AE%25E4%25BD%25BF%25E7%2594%25A8%25E6%2596%25B9%25E6%25B3%2595/11677


手順手順 11 — バッテリーを取り出しますバッテリーを取り出します

iPhoneからバッテリーを取り外しま
す。



交換用のバッテリーがプラスチック

製のスリーブに入っている場合は、

作業前にリボンケーブルからスリー

ブを引き抜いてください。



デバイス内にアルコール溶液が残っ

ていたら、新しいバッテリーをイン

ストールする前にきれいに拭き取る

か、自然乾燥させてください。



交換用バッテリを装着前に、バッテ

リーコネクタをロジックボードのソ

ケットに一時的に再接続してくださ

い。バッテリーが定位置に装着でき

るか確認します。



バッテリーを装着して、接続を外し

てからデバイスの再組み立てを継続

してください。



交換用のバッテリーにプレインス

トールされた接着剤が付いていない

場合は、このガイドを参照して接着

ストリップを交換してください。



再組み立て後はハードリセットを

行ってください。起こりうる幾つか

の問題を解決してくれるトラブル

シューティングとなります。
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https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone%25E3%2583%2590%25E3%2583%2583%25E3%2583%2586%25E3%2583%25AA%25E3%2583%25BC%25E3%2581%25AE%25E6%258E%25A5%25E7%259D%2580%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2588%25E3%2583%25AA%25E3%2583%2583%25E3%2583%2597%25E3%2581%25AE%25E4%25BA%25A4%25E6%258F%259B/56465
https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone6%25E3%2581%25AE%25E3%2583%258F%25E3%2583%25BC%25E3%2583%2589%25E3%2583%25AA%25E3%2582%25BB%25E3%2583%2583%25E3%2583%2588%25E6%2596%25B9%25E6%25B3%2595/44408


手順手順 12 — ボリュームコントロールケーブルボリュームコントロールケーブル

上部ケーブルブラケットから次の

#00プラスネジを外します。


2.9 mm ネジー1本

2.2 mmネジー1本

手順手順 13

 

iPhoneから上部のケーブルブラケットを取り出します。
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手順手順 14

接合ブラケットから次の#00プラス
ネジを 4本取り外します。



1.5 mmネジー1本

1.4 mmネジー1本

2.1 mmネジー2本

手順手順 15

 

iPhoneから接合ブラケットを取り出します。
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手順手順 16

 

スパッジャーの平面側先端を使って、ボリュームコントールのケーブルコネクターをソケッ

トから持ち上げて外します。



ロジックボード上のソケットではなく、コネクターのみを持ち上げてください。ソケット

に接触すると永久的なダメージの原因となります。



手順手順 17

ボリュームコントールのケーブルブ

ラケットから次の#00プラスネジを
外します。



2.3 mmネジー2本

1.8 mmネジー1本
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手順手順 18

  

ボタンカバーにアクセスするするため、背面ケースからボリュームコントロールとボタンブ

ラケットを持ち上げて取り出します。



手順手順 19

  

背面ケースのコネクター端からボリュームコントロールボタンのケーブルを剥がします。

背面ケースからケーブルの薄い部分を剥がす作業は慎重に行ってください。

背面ケースからボリュームコントロールボタンのケーブルを取り出します。
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デバイスを元に戻すにはこのインストラクションを逆の順番に従って作業を進めてください。

手順手順 20 — ボリュームコントロールボタンボリュームコントロールボタン

  

背面ケースからメタルバー付近にあるボリュームコントロールボタンを引っ張り、取り外し

ます。



ボタンは接着ガスケットで背面ケースに留められています。薄い膜を裂かないよう、ゆっ

くりと丁寧に取り外してください。
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